
 
 

平
成
二
十
九
年
四
月
八
日
、
山
梨
県
立
農
林
高
等
学
校
入
学
生
百
五
十
五
名
が
深
澤
校
長
よ

り
、
入
学
を
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
各
担
任
か
ら
の
呼
名
を
受
け
、
新
入
生
全
員
が
大
き
な
返
事

を
し
、
今
年
度
の
入
学
生
は
期
待
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
返
事
か
ら
、
農
林
高
校
生
と

し
て
の
学
校
生
活
が
始
ま
る
の
で
す
。
こ
の
部
分
は
、
私
の
指
導
方
針
の
中
で
、
大
き
な
ウ
エ

イ
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。「
あ
い
さ
つ
・
返
事
」
が
的
確
に
で
き
る
こ
と
は
、
人
間
の
生
活
に
お

い
て
基
礎
基
本
で
あ
り
、
相
当
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
是
非
と
も
前
向
き
に
継
続
し
、

更
に
上
品
な
「
あ
い
さ
つ
・
返
事
」
を
習
得
す
る
よ
う
生
活
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

私
は
高
校
時
代
、
恩
師
か
ら
あ
り
が
た
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し 

た
。
講
道
館
柔
道
の
創
始
者
で
柔
道
家
・
嘉
納
治
五
郎
先
生
の
代
表 

的
な
言
葉
「
精
力
善
用
・
自
他
共
栄
」
で
す
。「
心
身
の
持
つ
す
べ
て 

の
力
を
最
大
限
に
生
か
し
て
、
社
会
の
た
め
に
善
い
方
向
に
用
い
る
」 

と
い
う
精
力
善
用
の
精
神
と
「
相
手
に
対
し
敬
い
、
感
謝
す
る
こ
と 

で
、
信
頼
し
合
い
助
け
合
う
心
を
育
み
、
自
分
だ
け
で
な
く
他
人
と 

共
に
栄
え
あ
る
世
の
中
に
し
よ
う
と
す
る
」
と
い
う
自
他
共
栄
の
二 

つ
の
規
範
は
、
と
て
も
崇
高
な
思
想
で
す
が
、
こ
の
精
神
に
少
し
で 

も
近
づ
き
た
い
と
思
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

新
入
生
諸
君
は
、
将
来
立
派
な
人
間
に
な
れ
る
よ
う
日
々
精
進
し
、 

自
身
の
能
力
を
磨
く
た
め
に
農
林
高
校
の
三
年
間
を
真
摯
に
取
り 

組
む
よ
う
頑
張
っ
て
下
さ
い
。 

 

（
一
学
年
主
任 

原 

弘
樹
） 

○
１
年
２
組 

牧
野 

た
み 

 

私
の
ク
ラ
ス
、
一
年
二
組
は
と
て
も
良
い
ク
ラ
ス
で
す
。
私
が
そ
う 

思
う
理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。 

 

一
つ
目
は
、
ク
ラ
ス
の
仲
の
良
さ
で
す
。
男
女
の
間
で
も
分
け
隔
て 

な
く
話
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
清
掃
の
時
間
で
は
、
女
子
が
机
を
運 

ん
で
い
る
と
、
男
子
が
手
伝
う
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
お
互
い
に
協
力 

し
合
っ
て
い
ま
す
。 

 

二
つ
目
は
、
授
業
中
の
態
度
で
す
。
授
業
で
は
積
極
的
に
手
を
挙
げ
、 

発
言
を
し
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
お
互
い
に
教
え
あ
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
二
組
の
良
さ
が
伺
え
る
と
思
い
ま
す
。 

 

私
は
二
組
の
ク
ラ
ス
に
な
れ
た
こ
と
が
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
勉
強
や
、
学
校
行

事
な
ど
、
二
組
の
み
ん
な
と
一
緒
に
何
事
に
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

緑
豊
か
な
環
境
で
一
人
ひ
と
り
を
伸
ば
す 

校
長 

深
澤
眞
悟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

暑
さ
も
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
豊
か
な
農
産

物
の
恵
み
も
多
く
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
農
林

高
等
学
校
は
、
創
立
一
一
三
周
年
を
迎
え
た
県
内
で

も
屈
指
の
伝
統
校
で
あ
り
ま
す
。
同
窓
生
は
、
一
万

九
千
余
名
に
の
ぼ
り
、
県
内
外
の
政
財
界
を
は
じ

め
、
地
域
を
支
え
る
重
要
な
人
材
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
歴
史
と
伝
統
あ
る
本
校
に
こ
の
四

月
よ
り
、
勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、

本
校
の
教
育
を
よ
り
発
展
さ
せ
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

さ
て
、
本
校
は
、
県
下
の
単
独
農
業
専
門
高
等
学
校
と
し
て
、
五
学
科
を
設
置
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
専
門
領
域
は
広
く
、
産
業
と
し
て
は
、
園
芸
、
林
業
、
農
業
土

木
、
造
園
、
食
品
製
造
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
働
く
上
で
の
健
全
な
勤
労
観
や
職
業

観
を
育
み
、
一
人
ひ
と
り
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
に
日
々
の
教
育
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
各
学
科
の
専
門
領
域
で
は
実
学
に
基
づ
い
た
実
習
・
実
験
を
重
視
し
、

ま
さ
に
「
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
学
ぶ
」
こ
と
で
経
験
知
を
高
め
、
知
の
深
化
と
活
用

す
る
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
特
色
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
教
科
の
基
礎
基

本
を
補
う
取
り
組
み
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
か
ら
は
、

学
ぶ
意
欲
の
高
い
生
徒
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
、
放
課
後
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
タ

イ
ム
を
年
間
一
七
回
は
じ
め
ま
し
た
。
進
学
・
就
職
試
験
対
策
、
資
格
取
得
な
ど
の

講
座
で
生
徒
の
自
主
参
加
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
七
十
名
程
度
が
参
加
し
て
お

り
今
後
の
広
が
り
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
生
徒
と
教
職
員
が
学
び
を
介
し

さ
ら
に
信
頼
関
係
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
す
。 

 

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
仕
組
み
と
し
て
の
一
年
次
は
学
科

の
枠
を
外
し
た
ミ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。
農
業
ク
ラ
ブ
の
意
見

発
表
会
な
ど
の
機
会
も
あ
り
ま
す
。
生
徒
昇
降
口
で
、
生
徒
の
登
校
を
迎
え
る
と
き
、

生
徒
の
挨
拶
も
よ
く
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
５
Ｓ
（
整
理
、
整
頓
、
清
掃
、
清
潔
、

習
慣
）
で
、
日
々
の
清
掃
で
き
れ
い
な
学
校
環
境
と
し
生
徒
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
汗
を
か
き
、
緑
化
推
進
日
本
一
と
な
っ
た
本
校
の
活
動
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
日
々
の
積
み
重
ね
を 

大
切
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。 

 

早
め
の
進
路
指
導
に
も
取
り
組
み
、
卒
業
生
の 

就
職
や
進
学
は
確
実
に
保
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
生 

徒
た
ち
の
が
ん
ば
り
や
高
校
生
で
身
に
付
け
た
確 

か
な
キ
ャ
リ
ア
と
、
そ
し
て
、
企
業
や
進
学
先
で 

卒
業
生
の
信
頼
や
本
校
の
信
頼
が
あ
る
か
ら
だ
と 

思
い
ま
す
。 

教
育
は
人
な
り
。
本
校
教
職
員
の
熱
い
思
い
で
、 

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
た
教
育
活
動
を
展
開
し 

て
い
き
ま
す
。
確
実
な
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
導
く 

本
校
の
教
育
に
御
理
解
と
ご
支
援
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

  

○
１
年
１
組 

金
丸 

郁 
 

桜
の
花
が
満
開
に
咲
く
頃
、
私
達
は
こ
の
山
梨
県
立
農
林
高
等
学
校 

に
入
学
し
、
早
二
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
始
め
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
皆 

も
今
は
慣
れ
、
ク
ラ
ス
に
馴
染
ん
で
い
ま
す
。 

日
々
の
様
子
は
、
担
任
の
平
井
先
生
と
後
藤
先
生
が
熱
く
明
る
い
性 

格
だ
か
ら
か
、
登
校
し
て
か
ら
下
校
す
る
ま
で
笑
い
声
や
話
し
声
が
絶 

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
一
日
の
中
で
唯
一
静
か
に
な
る 

場
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
黎
明
の
鐘
」
が
鳴
り
響
い
て
い
る
時
で 

す
。
周
り
が
ど
ん
な
に
騒
が
し
く
て
も
１
組
は
必
ず
静
か
に
な
り
ま
す
。 

学
習
に
つ
い
て
は
、
初
め
て
の
専
門
教
科
な
ど
苦
戦
す
る
こ
と
も
あ 

り
ま
す
が
、
授
業
を
真
剣
に
受
け
、
個
々
の
目
標
達
成
の
た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
先
日
、

高
校
生
活
初
め
て
の
定
期
試
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
井
先
生
か
ら
何
度
も
定
期
試
験
の
重
要

性
と
心
構
え
を
教
え
て
頂
き
、
皆
、
危
機
感
を
持
っ
て
挑
み
よ
い
成
績
が
収
め
る
事
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
未
熟
な
委
員
長
で
は
あ
り
ま
す
が
、
１
組
を
よ
り
よ
い
環
境
に

す
る
た
め
今
後
と
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
１
組
の
成
長
と
活
躍
を
今
後

と
も
期
待
し
て
い
て
下
さ
い
。 

農  林  高  校  新  聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

平成２９年 ７月 １日 第２９-１号 

○
１
年
３
組 

窪
田 

優
人 

 

農
林
高
等
学
校
に
入
学
し
て
、
約
二
ヶ
月
が 

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
最
初
の
雰
囲
気
は
ぎ 

こ
ち
な
く
て
、
馴
染
め
る
の
か
心
配
で
し
た
。 

し
か
し
、
今
は
ク
ラ
ス
皆
が
打
ち
解
け
て
い
ま 

す
。
人
見
知
り
の
人
も
い
ま
し
た
が
、
積
極
的 

に
話
し
か
け
る
人
た
ち
が
い
た
の
で
、
早
く
馴 

染
め
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

ク
ラ
ス
の
特
徴
と
し
て
は
、
行
動
が
素
早
く
、 

教
室
移
動
や
集
会
で
の
集
合
も
し
っ
か
り
で
き
、 

挨
拶
も
大
き
な
声
で
礼
儀
正
し
く
で
き
て
い
ま
す
。 

授
業
面
で
は
、
積
極
的
に
手
を
挙
げ
自
分
の
意
見
を
発
表
し
て
い
て
、
自

主
性
を
高
め
て
い
ま
す
。
時
に
は
集
中
力
が
切
れ
て
い
る
人
が
い
ま
す
が
、

皆
で
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。 

 

委
員
長
と
し
て
の
願
い
は
ク
ラ
ス
皆
で
協
力
し
、
今
後
の
球
技
大
会
・

体
育
祭
・
白
楊
祭
な
ど
を
、
感
動
あ
り
涙
あ
り
の
思
い
出
残
る
学
校
行
事

に
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
切
り
替
え
を
早
く
し
、
や
る
時
は
や
る
・
楽
し

む
時
は
楽
し
む
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
ク
ラ
ス
に
な
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。 

発 行 者 

山 梨 県 立 農 林 高 等 学 校 

甲 斐 市 西 八 幡 ４ ５ ３ ３ 
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校 章 

○
１
年
４
組 

関 

詩
流 

農
林
高
校
に
入
学
し
て
も
う
二
ヶ
月
経
ち 

ま
し
た
。
入
学
の
時
「
ど
ん
な
人
た
ち
が
い 

る
の
だ
ろ
う
か
。」
と
か
、
「
み
ん
な
と
仲
良 

く
で
き
る
ん
だ
ろ
う
か
。
」
と
か
、
不
安
だ
っ 

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

僕
た
ち
は
と
に
か
く
、「
友
達
を
作
ろ
う
。」 

「
友
達
と
仲
良
く
し
よ
う
。」
と
い
う
こ
と
に 

一
生
懸
命
で
し
た
。
同
じ
中
学
校
か
ら
の
友 

達
も
少
な
く
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
集
ま
っ 

て
い
た
か
ら
で
す
。 

で
も
、
す
ぐ
に
み
ん
な
と
仲
良
く
な
れ
ま
し
た
。
授
業
に
も
慣
れ
、
毎

日
が
楽
し
く
、
充
実
し
て
い
ま
す
。
忘
れ
物
を
し
て
し
ま
っ
た
り
、
ち
ょ

っ
と
う
る
さ
く
す
る
事
も
あ
る
け
ど
、「
勉
強
の
時
と
の
切
り
替
え
を
し
っ

か
り
し
よ
う
。」
と
担
任
の
先
生
か
ら
い
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
勉
強

に
も
力
を
入
れ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
す

が
、
三
年
後
を
見
な
が
ら
み
ん
な
、
頑
張
り
は
じ
め
ま
し
た
。
こ
の
「
明

る
く
楽
し
い
ク
ラ
ス
の
仲
間
た
ち
。」
と
一
緒
に
、
何
で
も
乗
り
越
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 

 
 

○
１
年
５
組 

澤
登 

海
斗 

農
林
高
校
に
入
学
し
て
二
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し 

た
。
入
学
し
た
当
初
は
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
こ 

と
も
何
も
分
か
ら
ず
、
何
の
話
を
し
た
ら
よ
い 

の
か
、
勉
強
に
は
つ
い
て
い
け
る
の
か
が
心
配 

で
、
不
安
が
頭
の
中
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
今 

で
は
仲
良
く
話
を
し
た
り
遊
ん
だ
り
す
る
友
人 

も
出
来
ま
し
た
。
今
は
不
安
や
心
配
も
な
く
毎 

日
学
校
に
行
く
の
が
楽
し
い
で
す
。
ク
ラ
ス
で 

は
み
ん
な
か
ら
推
薦
さ
れ
て
委
員
長
に
な
り
ま 

し
た
。
み
ん
な
が
支
え
て
く
れ
る
の
で
、
少
し 

ず
つ
委
員
長
ら
し
く
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
球
技
大
会
、
収
穫
祭
な

ど
ク
ラ
ス
を
ま
と
め
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
を
引
っ
張

っ
て
い
け
る
委
員
長
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
勉
強
は
中
学
の
時
と
違

っ
て
難
し
く
な
り
、
赤
点
を
と
る
と
留
年
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。
頑
張
っ

て
し
っ
か
り
進
級
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 



 
 

平
成
２９
年
第
６９
回
山
梨
県
高
等
学
校
総
合
大
会
が
５
月
１０
日
か
ら
小
瀬
会
場
を
中
心
に
、
３
日
間

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

本
校
か
ら
は
９
つ
の
競
技
に
約
１８５
名
の
生
徒
が
出
場
し
、
各
部
と
も
日
々
の
厳
し
い
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、
熱
の
こ
も
っ
た
試
合
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
関
東
大
会
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
が
控
え
て
い
ま

す
。
農
林
高
校
の
誇
り
を
持
っ
て
活
躍
す
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。 

◆

▽
1500
ｍ 

第
５
位 
澤
登
恒
河
、
1500
ｍ 

第
１４
位 

宮
本
湧
也
、
5000
ｍ 

第
７
位 

澤
登
恒

河
、
3000
ｍ
ＳＣ 

第
９
位 

石
原
大
誠
、
3000
ｍ
ＳＣ 

第
１０
位 

西
澤
圭
介
、
男
子
円
盤
投 

第
１２
位 

田
中

悠
太
、
男
子
砲
丸
投 

第
１３
位 

田
中
悠
太
、
1500
ｍ 

第
８
位 

穗
坂
く
る
み
、
1500
ｍ 

第
１１
位 

落
合
真

子
、
3000
ｍ 

第
１０
位 

穗
坂
く
る
み
、
3000
ｍ 

第
１１
位 

落
合
真
子
、
女
子
砲
丸
投 

第
８
位 

永
田
櫻 

◆

◎
団
体
戦
「２
位
」 

農
林
２
―
５
韮
崎
工
業 

◎
個
人
戦
【フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
】▽
５０

ｋｇ 

樋
川
悠
作 

 
第
1
位
、
５０

ｋｇ 

河
野
賢
次
郎 

第
４
位
、
５５

ｋｇ 

松
本
健
新 

第
２
位
、
６０

ｋｇ 

橋
本
楽
人 

第
３
位
、
６０

ｋｇ 

大
佐
古
海
斗 

第
５
位
、
６０

ｋｇ 

山

崎 

翼 
 

第
２
位
、
７４

ｋｇ 

細
田
義
翔 

第
２
位
、
８４

ｋｇ 

小
尾
優
弥 

第
１
位
、
９６

ｋｇ
大
野
健
太 

第

２
位
、
１２０

ｋｇ 

髙
橋
三
十
郎 

 

第
１
位 

【
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
】
▽
５０

ｋｇ 

樋
川
悠
作 

第
１
位
、
５０

ｋｇ 

河
野
賢
次
郎 

第
３
位
、
５５

ｋｇ 

松
本
健
新 

第
２
位
、
６０

ｋｇ 

橋
本
楽
人 

第
２
位
、
６０

ｋｇ 

大
佐
古
海
斗 
第
４
位
、 

６０

ｋｇ 

山
崎 

翼 
 

第
３
位
、
７４

ｋｇ 

細
田
義
翔 

第
２
位
、
８４

ｋｇ 

小
尾
優
弥 

 

第
２
位
、 
９６

ｋｇ 

大
野
健
太 

第
２
位
、
１２０

ｋｇ 

髙
橋
三
十
郎 

 

第
１
位 

           ◆

◎
団
体
戦
【男
子
】 

農
林
０
ー
３
甲
府
第
一 

 
 
 

◆

◎
団
体
戦
【男
子
】 

男
子 

1
回
戦 

富
士
北
陵
高
校 

１
ー
３
敗
退 

◆

◎
団
体
戦
【男
子
】
A,B
チ
ー
ム
２
回
戦
敗
退 

【女
子
】３
回
戦
敗
退 

◆

◎
団
体
戦
【
男
子
】 

１
回
戦 

山
梨
学
院
高
校 

０
ー
３
D 

中
村
魁
成
・
澤
登
伊
吹 

１
ー

６
S1 

奥
田
朋
大 

０
ー
６
S2 

上
田 

蓮 

０
ー
６
団
体
戦
【女
子
】１
回
戦 

東
海
大
甲
府
高
校 

１
ー

２
D 

齋
藤
あ
り
さ
・
望
月
菜
摘 

０
ー
６
S1 

渡
辺
愛
月 

７
（
３
）
６
S2 

遠
藤 

瞳 

１
ー
６
男
女
と

も
全
て
の
シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル
ス
初
戦
敗
退 

◆

◎
団
体
戦
【
男
子
】 

３
回
戦
敗
退 

望
月
雄
樹 

２
回
戦
敗
退 

吉
岡
晃
英 

１
回
戦
敗
退 

中
嶋
賢
哉
・羽
中
田
和
１
回
戦
敗
退 

農
林(

2/1)

―
駿
台(

3/1) 
 

◆

【男
子
】２
回
戦 

農
林
５０
ー
１０２
日
大
明
誠 

◆

 

２
回
戦 

農
林
１
ー
２
富
士
河
口
湖 

 
 

 
 
 

 
 

（生
徒
会
指
導
主
任
・
安
田
紀
久
雄
） 

 

進
路
状
況
（
過
去
３
年
間
の
主
な
実
績
） 

〈
就
職
〉 

Ｔ
Ｄ
Ｋ
甲
府
（
株
）、
三
甲
（
株
）、
東
名
化
学
工
業
（
株
）
、（
株
）
サ
ン
キ
ム
ラ
ヤ
、
救
心

製
薬
（
株
）
、（
株
）
は
く
ば
く
、（
株
）
桔
梗
屋
、
福
徳
長
酒
類
（
株
）、
羽
黒
工
業
（
株
）
、

清
水
工
業
（
株
）
、
龍
王
産
業
（
株
）
、
日
本
通
運
（
株
）
、
（
株
）
サ
カ
イ
引
越
セ
ン
タ
ー
、

（
株
）
常
磐
ホ
テ
ル
、
富
士
屋
ホ
テ
ル
（
株
）
、（
株
）
八
ヶ
岳
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
、
ひ
か
り

の
里
、（
株
）
オ
ギ
ノ
、（
株
）
い
ち
や
ま
マ
ー
ト
、（
株
）
岡
島
、（
株
）
ヤ
マ
ダ
ヤ
、（
株
）

山
梨
食
肉
流
通
セ
ン
タ
ー
、
山
梨
県
森
林
組
合
連
合
会
、
中
央
森
林
組
合
、
河
野
造
園
土
木
、

（
有
）
藤
原
造
林
、
日
本
郵
便
（
株
）
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
東
京
ガ
ス
山
梨
（
株
） 

〈
進
学
〉 

山
梨
学
院
大
学
、
健
康
科
学
大
学
、
帝
京
科
学
大
学
、
山
梨
英
和
大
学
、
東
京
農
業
大
学
、

日
本
大
学
、
明
治
学
院
大
学
、
駿
河
台
大
学
、
山
梨
学
院
短
期
大
学
、
帝
京
学
園
短
期
大
学
、

千
葉
経
済
短
期
大
学
、
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
、
山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
、
山
梨

県
立
峡
南
高
等
技
術
専
門
校
、
山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
、
山
梨
秀
峰
調
理
師
専
門
学

校
、
山
梨
県
美
容
専
門
学
校
、
甲
府
医
療
秘
書
学
院
、 

サ
ン
テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
、
大
原
学
園
甲
府
校
、
日
本
工 

学
院
専
門
学
校
、
ト
ヨ
タ
東
京
自
動
車
大
学
校 

 

〈
平
成
２８
年
度
卒
業
生
〉 

○
就
職
７８
名 

 

・
進
学
６９
名 

○
進
学
の
内
訳 

 
 

・
大
学
１７
名 

・
短
大
３
名 

・
専
門
学
校
４９
名 

農  林  高  校  新  聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今
年
度
か
ら
本
校
の
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
全
校 

生
徒
が
か
か
わ
る
行
事
や
職
員
会
議
の
な
い
月
曜
日
の
放 

課
後
を
、
生
徒
に
「
基
礎
学
力
を
高
め
る
た
め
の
講
座
」、 

「
資
格
取
得
の
た
め
の
対
策
講
座
」
を
受
講
で
き
る
時
間 

お
よ
び
「
自
主
学
習
の
ス
ペ
ー
ス
」
を
提
供
す
る
と
い
う
、 

そ
の
名
も
「
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
タ
イ
ム
」
を
開
始
し
ま
し
た
。 

昨
年
度
、
学
習
委
員
会
の
生
徒
た
ち
か
ら
企
画
を
し
て
欲 

し
い
と
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
、
そ
し
て
こ
の
時
間
の
名
称 

も
全
校
生
徒
か
ら
募
集
し
、
学
習
委
員
会
で
決
定
し
た
、 

ま
さ
に
生
徒
が
手
作
り
で
企
画
し
て
き
た
時
間
で
す
。
参 

加
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
生
徒
が
利
用
し 

て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
先
生
方
に
協
力
し
て 

い
た
だ
き
、
基
礎
学
力
を
高
め
る
講
座
（
例
え
ば
、
山
梨 

県
立
産
業
短
期
大
学
へ
の
道
（
数
学
講
座
）
や
理
科
を
学 

ぼ
う
な
ど
）
を
五
講
座
、
資
格
取
得
対
策
講
座
を
六
講
座 

（
例
え
ば
、
危
険
物
取
扱
者
（
乙
種
４
類
）
に
合
格
し
よ 

う
！
や
日
本
漢
字
能
力
検
定
に
向
け
て
の
対
策
講
座
な
ど
）、 

そ
の
他
の
教
養
等
を
高
め
る
講
座
を
４
講
座
（
例
え
ば
、 

山
梨
の
果
実
を
使
っ
た
特
産
品
開
発
（
ス
イ
ー
ツ
選
手
権 

作
品
応
募
を
目
指
す
）
や
初
め
て
の
ポ
ニ
ー
飼
育
な
ど
） 

計
１５
講
座
開
講
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
講
座
に 

は
、
述
べ
７０
名
の
生
徒
が
登
録
し
て
学
ん
で
く
れ
て
い
ま 

す
。
今
年
度
は
合
計
１７
回
の
実
施
で
す
。
こ
の
時
間
を
と 

お
し
て
、
農
林
高
校
全
体
に
学
習
す
る
と
い
う
雰
囲
気
が 

生
ま
れ
、
多
く
の
生
徒
に
学
習
す
る
習
慣
が
生
ま
れ
、 

「
勉
強
っ
て
お
も
し
ろ
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に 

な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 
 
 

（
教
務
主
任
・
本
多
哲
也
） 

 

実
用
英
語
技
能
検
定
準
２
級
（
１
人
）
硬
筆
書
写
技
能
検
定
２
級
（
１
人
）
家
庭
科
食
物

調
理
技
術
検
定
２
級
（
６
人
）
園
芸
装
飾
技
能
士
３
級
（
１２
人
）
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
技
能
士

３
級
（
９
人
）
測
量
士
補
（
１
人
）
２
級
土
木
施
工
管
理
技
術
検
定
試
験 

学
科
（
３
人
）

運
転
技
能
（
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
）
（
９
人
）
造
園
技
能
士
３
級
（
２３
人
）
ト
レ
ー
ス

技
能
検
定
２
級
（
４４
人
）
日
本
農
業
技
術
検
定
２
級
（
６
人
）
家
庭
科
食
物
調
理
技
術
検

定
３
級
（
１６
人
）
家
庭
科
食
物
調
理
技
術
検
定
４
級
（
６３
人
）
家
庭
科
被
服
製
作
技
術
検

定
４
級
（
１４
人
）
計
算
技
術
検
定
３
級
（
２６
人
）
計
算
技
術
検
定
４
級
（
１７
人
）
小
規

模
ボ
イ
ラ
ー
（
３７
人
）
情
報
処
理
技
能
検
定
２
級
（
１３
人
）
情
報
処
理
技
能
検
定
３
級
（
５１

人
）
情
報
処
理
技
能
検
定
４
級
（
１
人
）
ト
レ
ー
ス
技
能
検
定
３
級
（
６３
人
）
ト
レ
ー
ス

技
能
検
定
４
級
（
３０
人
）
日
本
語
ワ
ー
プ
ロ
検
定
準
２
級
（
２
人
）
日
本
語
ワ
ー
プ
ロ
検

定
３
級
（
２３
人
） 

労
働
安
全
衛
生
教
育
修
了
（
刈
払
機
）
（
２４
人
）
労
働 

安
全
衛
生
教
育
修
了
（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
）
（
２４
人
）
造 

園
技
能
士 

３
級
実
技
の
み
合
格
（
１
人
）
造
園
技
能 

士 

３
級
学
科
の
み
合
格
（
３
人
）
日
本
農
業
技
術
検 

定
３
級
（
２１
人
）
普
通
救
命
講
習
修
了
（
２４
人
）
Ｆ 

Ｆ
Ｊ
検
定
中
級
（
８７
人
）
Ｆ
Ｆ
Ｊ
検
定
上
級
（
４６
人
） 

 

資
格
を
取
得
す
る
こ
と
で
、
仕
事
の
選
択
幅
が
増
え 

ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
と
、
就
職 

・
進
学
の
面
接
試
験
に
お
い
て
も
、
そ
の
人
の
高
校
生
活 

が
垣
間
見
ら
れ
有
利
に
な
り
ま
す
。 

 

平成２９年 ７月 １日 第２９-１号 

〇
農
林
高
校
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
学
校
内
の
様
々
な
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。 

学
校
で
生
徒
が
学
ん
で
い
る
こ
と
や
、
農
場
内
の
様
子
、
学
校
行
事
な
ど
の
様
子
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

収
穫
感
謝
祭
の
情
報
な
ど
も
決
ま
り
次
第
、
こ
ち
ら
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

〇
第
５２
回 

収
穫
感
謝
祭
【
平
成
２９
年
１１
月
１１
日
（
土
）】 

収
穫
感
謝
祭
は
農
林
高
校
の
最
大
の
伝
統
行
事
で
す
。
農
業
ク
ラ
ブ
の
生
徒
を
中
心

に
、
本
校
生
徒
が
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
図
り
ま
す
。
日
頃
の
学
習
の
成
果
と
し
て
、

丹
精
込
め
て
作
っ
た
農
産
物
や
加
工
品
を
販
売
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
農
林
高
校
ま
で
お
越

し
下
さ
い
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

ＨＰのＱＲコード 

漢字検定講座 数学講座 危険物講座 

国家資格 園芸装飾技能士三級 進路講演会の様子 


